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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 7 期（平成２４年度） 第８回 理事会 議事録 

 

１ 日時：平成２５年２月１６日（土）１９：４０～２０：１０ 

２ 場所：筑紫東小学童保育所 

３ 出席者理事 ２３名（内議決権行使書提出者３名：津田圭子副理事長、松村由加理事、中村陽子理事） 

その他出席者 監事１名・窓口指導員２名・事務局２名 

 

議題 

１． 協議事項 

 筑紫学童保育所の特別加配に関する要望について 

２． 審議事項 

正規指導員及び期間契約指導員就業規則改正（案）について … 資料番号１ 

事務決裁規程（案）について     … 資料番号２ 

文書取扱規程（案）について    … 資料番号３ 

       … 資料番号３-別表 

３．連絡事項等 

①保育理念の制定について     … 資料番号４ 

②第７期 第３回代表者会議の開催について 

③理事候補選任届について     … 資料番号５ 

④学習委員会より      … 資料番号６ 

 

理事長挨拶 

（横田理事長）より、本日事務職員の採用試験を行った旨と、指導員と専務理事候補の求人をネットで行ってい

るが、問い合わせが３件あるだけで応募がない状況のため、来週、西日本新聞のアドラックに求人を掲載する旨

の報告がなされた。また、知り合い等へ応募を薦めてほしい旨の依頼がなされた。 

 

議事に先立ち、定款第３６条の規定により理事長が髙木副理事長を議長指名し、髙木副理事長が受諾した。 

議長より発言する際の注意事項がなされ、本理事会は理事２３名中、議決権行使書提出者３名を含む、出席理

事２３名で定足数を満たしており、定款第３７条の規定により有効に成立する旨の報告がなされた。 
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【議事の経過及び質疑応答】 

   

議題 １. 協議事項  筑紫学童保育所の特別加配に関する要望について 

 （議長）より、『今回の申請に関しては、月例報告書及び主任者会議等での筑紫学童からの報告を受け、本部

役員会で要望書を検討した結果、加配が妥当であると判断したため協議事項として提案する。要望書の指導員

配置計画に、正規・非正規・加配・要望とあるが、正規・非正規・加配（指導員）は、市が人件費の一部を負担して

いる。今回の「要望（指導員１名）」にかかる費用は、今年度から設けた法人の独自運営費（特別加配）であり、社

会情勢を鑑みて平成２５年度も予算計上の予定である。』旨の説明がなされた。 

 

特に意見はなく、筑紫学童保育所の特別加配に関する要望について要望通り平成２５年４月１日から７月３１日ま

で指導員１名を法人負担で加配する旨の確認がなされた。 

 

※本案件については個人情報保護の観点から要望書等の関係資料を当日配布回収とし、要望書については理事会

関係資料として原本のみ一部を事務局に保管する。 

 

議題 ２.  審議事項 

① 正規指導員及び期間契約指導員就業規則改正（案）について 

（横田理事長）より、資料番号１をもとに『正規指導員就業規則第２条（職員の定義）に、非正規指導員と加配指

導員の職種を設けていた。しかし、職種として設けているため、応募や職種希望者がなく、人事と運営に弊害が

でている。そもそも「加配指導員」とは、障がい児が在所する学童において適切な運営がなされるように、行政が

人件費を一部負担して非常勤指導員を加配してもよいとする「加配（補助金対象）指導員」のことである。本来、注

意義務が加重される障がい児をみるのは正規指導員の仕事であり、正規雇用でない指導員が担当するのは社

会通念上荷が重いと思われる。全指導員がシフトを組んで対応する方が雇われる側の心理負担も軽減されると

思われる。担当をつけるというのも一つの手法であり、運用は各学童のやり方で構わないと思う。以上のことから、

円滑な人事と運営の適正化を図るため職種の統合について規則改正を提案する。併せて、期間契約指導員就

業規則第４９条（職種の転換）第１項に、非正規指導員・加配指導員から正規指導員に任用するときの基準が記

載されているが、「加配指導員」の職種の撤廃と、任用について基準遵守の実態もなく人事権の整合性を図る観

点から、採用・任用・昇進については法人本体に一括するという事で就業規則を改正する。』旨の説明がなされ

た。 

 

特に意見はなく、賛成２３名（反対なし）で原案通り可決され、平成２５年総会翌日より施行し、４月１日に遡って適

用することが決定した。 

 

 

② 事務決裁規程（案）について 

 （横田理事長）より、資料番号３について『事務決裁規程及び文書取扱規程は、７月に一度承認を得たが、事務

局長を設置しないため事務局長にかかる部分を削除した。文書取扱規程についても同様である。』旨の一括説

明がなされた。 
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特に意見はなく、賛成２３名（反対なし）で原案通り可決され、平成２５年総会翌日より施行し、４月１日に遡って

適用することが決定した。 

 

③  文書取扱規程（案）について 

特に意見はなく、賛成２３名（反対なし）で原案通り可決され、平成２５年総会翌日より施行し、４月１日に遡って

適用することが決定した。 

 

議題 ３.  連絡事項等 

① 保育理念の制定について 

（横田理事長）より資料番号４をもとに『１月理事会で報告した保護者・指導員双方からの意見をもとに、２月上旬、

横田理事長、津田副理事長、指導員会とで協議して作成した。指導員会には周知済みなので、各学童の保護者

の方にも見て頂き、意見があれば今月中に寄せて頂きたい。来年度は、この理念に基づき保育計画をたてて実

行していきたい。』旨の説明及び依頼がなされた。 

 

② 第７期 第３回代表者会議の開催について 

 （議長）より、『第３回代表者会議が筑紫学童にて３月１６日（土）午後１時３０分から３時まで行われる。会議に参

加される方の託児は行わないので所属学童での保育をお願いしたい。案内文書は近日中に配布する。』旨の説

明と依頼がなされた。 

 

③ 理事候補選任届について 

（議長）より資料番号５をもとに『各学童では、次期役員候補について選考されている時期と思う。本部役員は

理事の互選となっているため、形式上は総会において一時休憩として選考会を開き、総会再開後、提案決議す

る流れになるが、総会の円滑な議事運営のために、本部役員選考会を事前に開催する。ついては、理事候補

が決定次第、「理事候補選任届」を事務局へ提出していただきたい。後日、理事候補者に本部役員選考会案

内を送付する。選考会は４月６日（土）を予定している。なお、各学童からの理事候補は、２名以上クラブ数以下

とする。例えば、３クラブあるところは３名の理事候補でかまわない。』旨の説明がなされた。 

 

④ 学習委員会より 

（山口 濱崎理事）より資料番号６をもとに『山口で行ったアクティブペアレンティング研修に参加した方のアン

ケート結果をまとめたものを配布している。とても好評だった。』と所感が述べられた。 

次に『２月２４日（日）に春日市クローバープラザで研究集会が開催される。今年の筑紫野市からの参加予定

人数は１０５名で、保護者は４６名、指導員５９名になっている。当日、託児を申し込まれている方は、子ども１名

あたり５００円の費用がかかるが、いったん立て替えて頂き、領収書を必ずもらっていただきたい。なお、交通費、

託児代は後日精算となる。』旨の連絡がなされた。 

 

最後に、髙木副理事長より、次回の理事会の日程と場所の説明がなされ散会した。 

 

時に 2０時１０分終了 


